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 第二章では、従来まで困難であったアニオン性代謝産物の一斉プロファイリングを可能にする新規 CE/MS 分析手
法の開発を行った。解糖系、TCA サイクル等の生命活動に必須である基幹代謝の中間体である糖リン酸、有機酸、ヌ
クレオチド、CoA 体といったアニオン性代謝産物は機器分析による測定が困難であった。そこで、極性反転と未修飾





感度と選択性を向上させる為に、タンデム四重極型質量分析計を用いた Multiple reaction monitoring 法を採用した。
これらの改良により、植物培養細胞中に含まれるアニオン性代謝産物の測定に成功した。 
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 以上のように、本論文は CE/MS を用いた２種類の分析手法を提示し、これらを運用することにより様々な有用な
知見を獲得することが可能であることを示している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
